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令
和
８
年
度

「第
１
期
武
道
・ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

令
和
8
年
4
月
か
ら
当
館
の
武
道
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
現
在
は
武
道
教
室
の
み
実
施
）
の
第
１
期
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
度
の
開
催
教
室
は
左
記
の
８
種
目
、
21
コ
ー

ス
（
課
程
）
と
な
り
ま
す
。

定
員
に
達
し
て
い
な
い
教
室
は
、
随
時
募
集
を
行
い
ま

す
の
で
、
当
館
事
務
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
弓
道
教
室
未
経
験
者
コ
ー
ス
は
、
定
員
に
達

し
て
い
な
く
て
も
、
途
中
か
ら
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
第
2
期
募
集
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
実
施
種
目
（
8
種
目
）

柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
空
手
道
・
な
ぎ
な
た
・
銃
剣

道
・
相
撲
・
カ
ン
フ
ー
体
操

〇
参
加
料
（
1
コ
ー
ス
（
課
程
）
／
1
人
に
つ
き
）
）

・
武
道
教
室

一
般
・
学
生 

３
，
５
０
０
円

高
校
生

 

２
，
７
５
０
円

中
学
生
以
下 

２
，
０
０
０
円

〇
混
雑
予
想
日

・
2
日
（
土
）
～
3
日
（
日
）
、
5
日
（
火
）
、
９
日
（
土
）
、

10
日
（
日
）
、
17
日
（
日
）
、
24
日
（
日
）
、

30
日
（
土
）
～
31
日
（
日
）

※

と
く
に
30
日
～
31
日
は
大
き
な
事
業
が
複
数
開
催
さ
れ
る
た
め
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

2
日
（
土
）
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
交
流
会

2
日
（
土
）
～
3
日
（
日
）
高
校
弓
道
合
同
練
習
試
合

2
日
（
土
）
～
4
日
（
月
）
開
星
高
校
柔
道
部
合
同
合
宿

5
日
（
火
）
鳥
取
県
小
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

6
日
（
水
）
開
星
高
校
柔
道
部
合
同
合
宿

9
日
（
土
）
第
2
回
弓
道
審
査
前
講
習
会

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
大
型
大
会

9
日
（
土
）
～
10
日
（
日
）

第
7
回
中
国
・
四
国
地
区
青
少
年
銃
剣
道
大
会

10
日
（
日
）
第
2
回
弓
道
地
方
審
査
会

ア
マ
竜
王
戦
鳥
取
県
予
選

16
日
（
土
）
～
17
日
（
日
）

県
内
ジ
ュ
ニ
ア
弓
道
指
導
者
育
成
講
習
会

令
和
7
年
度
弓
道
指
導
者
育
成
講
習
会

平
田
組
展
示
会

17
日
（
日
）
第
80
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
剣
道
鳥
取
県
選
手
選
考
会

24
日
（
日
）
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
大
型
大
会

空
手
道
合
同
練
習
試
合

30
日
（
土
）
鳥
取
県
高
校
総
体
（
空
手
道
競
技
）

30
日
（
土
）
～
31
日
（
日
）

鳥
取
県
高
校
総
体
（
剣
道
競
技
）

鳥
取
県
高
校
総
体
（
弓
道
競
技
）

〇
み
な
さ
ん
の
声

【
ご
意
見
・
ご
感
想
】

・
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

5
月
の
駐
車
場
混
雑
予
想

5
月
の
主
要
行
事

令
和
8
年
3
月
20
日
（
金
）
に
、
『
第
2
回
弓
道
ク
リ
ニ
ッ
ク
』

を
開
催
し
、
今
回
は
弓
道
の
『
矢
と
的
』
に
つ
い
て
の
講
義
と
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

矢
に
つ
い
て
は
、
矢
の
種
類
や
種
類
別
の
特
徴
な
ど
を
学
び
、
実

技
で
は
実
際
の
矢
の
パ
ー
ツ
を
利
用
し
た
、
矢
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作

成
を
し
な
が
ら
、
補
修
の
技
術
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

想
定
よ
り
も
矢
の
補
修
技
術
実
習
に
若
干
時
間
が
か
か
り
、
的
に

つ
い
て
は
、
講
師
に
よ
る
的
に
つ
い
て
の
説
明
と
的
貼
り
の
実
演
を

行
い
ま
し
た
。

弓
道
は
自
分
の
道
具
は
、
あ
る
程
度
自
分
で
補
修
、
管
理
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

す
べ
て
自
分
で
や
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
こ
と
を
普

段
か
ら
実
践
す
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
に
楽
し
く
弓
を
引
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
自
分
が
使
用
し
て
い
る
道
具
は
こ
ま
め
に
確
認
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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